
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学校の概要 

本校は、熊本県、鹿児島県との県境にあ

る「えびの市」の西部に位置する全校生徒

９２名の学校である。豊かな自然に恵まれ

た京町温泉郷の中心地に位置し、校区内に

は、数多くの温泉施設がある。また、美し

い霧島の山々、矢岳高原や川内川など、豊

かな環境資源に恵まれた学校である。 

本校では、これまで環境教育に関する取

組を、えびの学（総合的な学習の時間）や

学級活動等で行ってきた。また、生徒会に

よるリサイクル運動への取組を行ってい

る。 

今年度は、職員・生徒共に「現状維持は

後退！」を合い言葉とし、教育活動に取り

組んでいる。 

 

２ 活動のねらい 

① 生徒一人一人が SDGsや４Ｒ活動に対

しての意識を高め、日常生活における具

体的な実践を行うことができる。 

② 学校での教育活動を、SDGsや４Ｒ活

動の視点からブラッシュアップする。 

③ 保護者に対しての意識化を図ること

で、家庭と連携した日常的な４R活動を

実践する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３ 活動内容 

 （1） ＳＤＧｓや４Ｒ活動に対しての知識

や理解を深める取組 

  ① 外部講師による講演会の実施 

     昨年度までの本校の教育活動を振り

返ると、SDGsや４Ｒ活動に関連す

る取組はたくさんあったが、理論的

な面での学びは乏しく、それを生徒

に意識させて取り組ませるとさらに

効果が上がるのではないかという課

題があった。そこで、県内の SDGs

啓発の第一人者でもある「株式会社

シンク・オブ・アザーズ代表 難波

裕扶子様」を迎えて講演会を開催し

た。SDGsということばは聞いたこ

とがあるが、詳しくは知らないとい

う本校の生徒たちに対して、基本的

なことから分かりやすく説明してい

ただき、生徒の理解が深まった。 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度循環型社会を実現する環境教育推進事業 事業実績書 

【えびの市立真幸中学校】 
事業の実施時期：補助を受けた日から 令和６年３月１日 

 

 

 

 

 
 

SDGsの視点：「11 住み続けられる町づくりを」「12 つくる責任 使う責任」 

       「15 自然の豊かさを守ろう」 

活動の概要 

〇 SDGsや４R活動に対しての知識や理解を深める取組 

〇 生徒会による４R活動の実施 

〇 地域内の清掃活動の実施 

〇 PTAと連携した４R活動の推進に関わる学習会の実施 



② 学校図書館における書物の充実 

図書館に「SDGs 

コーナー」を設け、 

本事業に関連する 

書物を生徒がいつ 

でも手に取れるよ 

うにした。また、新しい書物も購入して

いる。 

（2）生徒会による４R活動の実施 

  ① リサイクル活動 

生徒会が中心と 

なり、ペットボトル 

のキャップとインク 

カートリッジを回収 

する活動を行った。 

ペットボトルのキャップは「エコキャッ

プ運動」に取り組む社会福祉協議会に、

インクカートリッジは「インクカートリ

ッジ里帰りプロジェクト」の一環として

郵便局に届け、再利用を図った。 

生徒会役員は、校内放送で趣旨を説明

した上で、生徒が登校する前に登校し、

生徒玄関で回収協力の呼びかけを行っ

た。その甲斐もあり、たくさんのキャッ

プやインクカートリッジが集まった。 

  ② 腐葉土づくり 

本校は校内に樹木が多く、秋になる

と落ち葉の片付けに悩まされていた。

そこで、その解決の手立てとして、コ

ンポストを購入し、腐葉土づくりに取

り組んだ。秋風の冷たい中、生徒たち

が落ち葉を集め、コンポストに入れて

くれた。初めての取組で腐葉土が作れ

るかは分からないが、生徒たちにとっ

て、４Ｒ活動に対しての意識が高まっ

たと考えている。 

 

 

 

 

（3）地域内の清掃活動の実施 

真幸地区では、毎年２月の第１土・日

曜日に「京町二日市」が行われている。

そこで、終了直後の月曜日に、｢京町二日

市クリーン作戦｣を行っている。これは、

全校生徒が参加して、会場周辺の清掃活

動に取り組む学校行事である。今年度

は、これまで以上に｢分別｣を意識させ活

動を行う予定であったが、天候不良とイ

ンフルエンザ流行のため中止とした。 

（4）ＰＴＡと連携した４Ｒ活動の推進に

関わる学習会の実施 

本事業の推進を行う 

上で、家庭の理解や協力 

は欠かせない。そこで、 

６月に開催した家庭教育 

学級で、学習会を実施した。講師は、県

庁出前講座に登録している宮崎県庁環境

森林部循環社会推進課に依頼し、「ゴミ

の減量化・４Rの推進について」という

内容の講座を行った。ゴミの減量化や４R

の推進について、県や市の実態や今後の

取組等について詳しく学べた。 

 

４ 成果と課題 

【成果】 

・ 講演会などを通して生徒や保護者に

「循環型社会を実現する環境教育」への

理解を深めたことで、活動に対して「何

のために行うのか」という課題意識が高

まった。 

【課題】 

・ 生徒がアイデアを出しながら主体的

に取り組めるような活動にしていく。 

 ・ 期間限定ではなく、日常的に取り組

める持続可能な活動にしていく。 

 

 

 

学校名 えびの市立真幸中学校 

住 所 えびの市大字向江８５０番地 

電話番号 ０９８４－３７－１１５０ 

E-mail 4432ｊｂ@miyazaki-c.ed.jp 


